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宗

6月祭事暦

風
香
る
五
月
五
日
こ
ど
も
の
日
、
恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
、
宗

像
市
神
湊
の
浜
宮
で
引
き
続
き
、
同
市
江
口
の
五
月
宮
で
斎
行
さ

れ
た
。

五
月
五
日
早
朝
、
奉
仕
員
一
同
宗
像
市
神
湊
の
住
宅
街
に
鎮
座

す
る
浜
宮
へ
出
向
。
浜
宮
に
は
御
社
殿
は
な
く
石
祠
で
、
そ
の
御

神
前
に
海
川
山
野
の
味
物
に
加
え
、
「
赤
飯
」
「
粽
」
「
ガ
メ
の
葉
鰻

頭
」
「
菖
蒲
酒
」
な
ど
端
午
の
節
句
を
象
徴
す
る
神
隈
を
お
供
え
し
、

午
前
十
時
三
十
分
浜
宮
祭
を
斎
行
。
神
島
宮
司
以
下
神
職
四
名
が

奉
仕
し
、
当
大
社
責
任
役
員
、
氏
子
会
、
地
元
総
代
を
は
じ
め
神
湊

地
区
の
各
区
長
を
は
じ
め
地
元
の
方
が
多
数
参
列
し
た
。

引
き
続
き
、
同
市
江
口
の
五
月
ヶ
丘
に
鎮
座
す
る
五
月
宮
へ
移

動
。
五
月
宮
も
御
社
殿
は

な
く
、
大
き
な
常
緑
樹
を
し

よ
り
し
ろ
ひ
も
ろ
ぎ
さ
い
じ
ょ
う

依
代
と
す
る
神
簾
祭
場

層

で
、
そ
の
前
庭
に
浜
宮
祭

と
同
じ
く
神
隈
を
お
供

え
し
、
午
前
十
一
時
浜
宮

祭
参
列
者
に
加
え
、
江
口

区
の
各
区
長
、
玄
海
少
年

自
然
の
家
関
係
者
、
地
元

の
方
が
多
数
参
列
す
る

中
、
五
月
祭
を
斎
行
し
た
。

同
宮
は
釣
川
の
河
口
に

鎮
座
し
、
海
か
ら
の
浜
風

が
往
時
の
「
濱
殿
」
を
男

▲五月祭

つきなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭

1 日

午前 10時

高宮祭

第二宮•第三宮祭

引き続き

宗像護国神社月命日祭

午前 1 1 時

総社祭（浦安舞奉納）

15 日

午前 10時

高宮祭

第二宮・第三宮祭

引き続き

第二宮・第三宮祭

宗像護国神社巡拝

午前 11 時

総社祭（豊栄舞奉納）

宗
像
を
最
初
に
訪
れ
て
か
ら
十
年
に
な
る
が
、

「
宗
像
」
を
ど
う
読
め
ば
「
ム
ナ
カ
タ
」
な
の
か

と
感
じ
た
の
を
記
磁
し
て
い
る
▼
古
代
の
人
々

は
、
な
ぜ
こ
の
地
を
「
ム
ナ
カ
タ
」
と
呼
ん
だ

の
か
。
紐
解
け
ば
、
現
在
の
宗
像
の
他
に
、
留

肩
宵
形
、
宗
形
・
身
形
・
胸
形
·
胸
方
等
様
々

な
も
の
が
出
て
く
る
。
確
か
な
こ
と
は
、
現
在

竺
宗
像
」
が
定
着
し
だ
し
た
の
は
平
安
中
期

頃
で
、
時
の
当
大
社
大
宮
司
が
書
面
で
使
い

統
一
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る

マ
臭
社
の
バ
イ
ブ
ル
「
宗
像
神
社
史

l
で
は
、

古
代
祭
祀
に
お
け
る
意
義
と
地
形
か
ら
と
い

う
一
一
例
を
挙
げ
て
い
る
。
―
つ
は
宗
像
三
宮

み
み
か
．
）

そ
れ
ぞ
れ
に
、
玉
や
鏡
を
神
体
の
尼
（
御
神
体
）

み

と
し
て
祀
っ
た
こ
と
に
よ
り
「
身
の
形
]
と
な

み
か
た

っ
た
。
大
海
命
が
御
身
の
像
（
神
職
）
と
し
て

み
力
f

こ
の
地
に
降
り
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
身
の
像
」

と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
古
語
に
お
い
て
「
み
」

は
「
む
」
と
読
み
、
「
の
」
と
「
な
」
は
音
通
に
よ

り
転
化
し
て
「
む
な
か
た
℃
J
な
っ
た
。
つ
ま

り
「
む
（
み
）
の
か
た
」
↓
「
む
な
か
た
」
と
な
り
、

や
が
て
様
々
な
漢
字
が
充
て
ら
れ
た
と
す
る

説
。
も
う
一
説
は
、
干
潟
で
あ
っ
た
と
い
う
地

む
な
か
た
む
な
か
た

形
か
ら
、
「
空
潟
」
「
沼
無
潟
」
と
出
た
と
す
る

説
で
、
こ
れ
は
現
在
も
残
る
牟
田
尻
、
深
田
、

田
島
と
い
う
地
名
か
ら
も
う
な
ず
け
る
▼
現

在
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
合
併
し
た
名
を

そ
れ
ぞ
れ
取
る
不
思
議
な
名
前
の
市
が
続
々

と
誕
生
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
地
に
は
ど
の

集
落
に
も
通
ず
る
「
宗
像
」
と
い
う
す
ば
ら
し

い
名
が
あ
る
。
強
引
に
結
論
を
出
す
必
要
は

な
い
が
、
宗
像
で
暮
ら
す
以
上
、
宗
像
の
由
来

に
つ
い
て
は
、
我
々
も
少
し
知
っ
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

(
M
·
O
)神具・装束

令井 冷
f

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

電話福岡(092)65 1-9456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
篭話 (075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

蛛式会社女江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 



第544号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成18年6月 1 日木曜日 1
9
 

昴
と
さ
せ
る
心
地
よ
い
祭
典
と
な
一
大
社
五
月
寮
で
直
会
が
催
さ
れ
、
一
列
者
一
同
連
綿
と
受
継
ぐ
こ
と
の

っ
た
。
一
神
島
宮
司
よ
り
五
月
・
浜
宮
祭
の
一
大
切
さ
を
感
じ
つ
つ
菖
蒲
酒
で
乾

祭
典
後
、
五
月
宮
す
ぐ
横
の
当
：
由
緒
を
交
え
た
挨
拶
が
あ
り
、
参
＿
杯
。
楢
の
若
葉
が
敷
か
れ
た
折
敷

遥
に
盛
ら
れ
た
赤
飯
・
ガ
メ
煮
．

、5

腑
．
粽
を
古
式
ゆ
か
し
く
栗

比
グ

箸
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
神

人
和
楽
の
一
刻
を
過
こ
し
た
。

稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
神

事
で
も
あ
る
こ
の
五
月
・
浜

宮
祭
が
終
る
と
、
神
郡
宗
像

で
は
田
植
え
の
準
備
が
始
ま

り
、
一
面
の
水
田
に
早
苗
が

影
を
浮
か
べ
な
が
ら
夏
へ
と

木
々
も
緑
を
深
め
て
い
く
。

元
来
は
端
午
節
句
の
祝
祭
で
あ
る
が
、
御
神
幸
し
た
。
現
在
の
浜
宮
・
五
月
宮
い

s

今
か
ら
約
六
0
0
年
前
の
当
大
社
の
祭
づ
れ
も
濱
殿
の
置
か
れ
た
地
と
推
察
さ

事
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
来
の
早
苗
月
の
信
れ
て
い
る
。

仰
に
外
来
の
節
句
が
相
重
な
り
、
中
世
に
中
世
に
隆
盛
を
極
め
た
こ
の
祭
事
も
、

お
け
る
そ
の
祭
事
で
は
田
植
神
事
・
田
楽
宗
像
大
宮
司
家
の
断
絶
等
に
よ
り
江
戸

に
加
え
、
京
風
の
競
馬
・
流
鏑
馬
・
期
に
は
中
絶
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十

真
弓
（
歩
射
）
等
も
行
わ
れ
、
そ
g

E

ハ
年
五
月
五
旦
―
1
0
0
年
振
り

の
様
子
は
秋
の
「
放
生
会
」
に
r
.バ
[
い00、
＼
に
斎
行
さ
れ
今
日
に
至
る
。

さ
つ
き
え

対
し
「
五
月
会
」
と
呼
ば
れ
．
ー
／
浜
{
f
(
]
当
時
を
伝
え
る
社
報
「
宗
像
」
ニ

る
程
の
賑
わ
い
を
み
せ
て
十
九
号
（
昭
和
三
十
ハ
年
六
月

. 

い
た
。

F
i□

同
へ
：
l
l
l
t
l
l
一
日
発
行
）
に
は
、
宗
像
市
郡
内

当
時
は
、
海
上
に
社
殿
を
設
で1
=
1
Lの
神
職
ら
が
奉
仕
し
、
十
二
体
の

け
る
浮
殿
造
り
の
「
濱
殿
」
と
い
う
神
籠
が
刺
し
立
て
ら
れ
た
こ
と
、
一

御
旅
所
が
江
口
浜
（
河
口
）
に
設
け
ら
れ
五0
人
の
参
列
が
あ
っ
た
こ
と
、
浜
宮
祭

て
、
五
月
五
日
こ
の
濱
殿
へ
田
島
宮
終
了
後
、
み
あ
れ
祭
の
御
座
船
と
同
じ
く

（
現1
1

辺
津
宮
）
か
ら
、
三
宮
（
沖
・
中
・
辺
紅
白
の
「
吹
き
流
し
」
を
靡
か
せ
、
五
月
宮

津
宮
）
と
許
斐
宮
（
宗
像
市
王
丸
）
、
織
幡
ま
で
陸
上
神
幸
し
た
こ
と
等
、
当
時
の
様

宮
（
宗
像
市
鐘
崎
）
宗
像
五
社
の
神
輿
が
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

神
宮
大
宮
司

月
九
日
、
伊
勢
の
神
宮
大
宮
一
現
在
伊
勢
で
は
、
来
る
平
成
二

1

司
北
白
川
道
久
氏
に
、
随
行
：
十
五
年
秋
の
第
六
十
二
回
神
宮
式

の
同
宮
権
禰
宜
齊
藤
郁
雄
氏
の
両
一
年
遷
宮
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め

名
が
参
拝
さ
れ
た
。
：
ら
れ
て
お
り
、
全
国
か
ら
崇
敬
者
が

押
し
寄
せ
、
御
用
材
を
運
ぶ

一
「
お
木
曳
き
」
が
週
末
こ
と
に

一
行
わ
れ
大
変
な
賑
わ
い
を
み

．
せ
て
い
る
。

当
日
は
高
向
権
宮
司
が
応

接
し
、
正
式
参
拝
の
後
、
神
宝

館
に
御
案
内
す
る
と
、
大
宮
司

も
九
博
で
一
部
を
御
覧
に
な

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
学
芸
員

の
説
明
を
興
味
深
げ
に
聞
か

れ
て
い
た
。

続
い
て
、
前
々
回
の
第
六
十

回
の
式
年
遷
宮
で
下
賜
さ
れ

た
古
材
を
用
い
た
、
神
宮
所
縁

の
第
二
宮
•
第
三
宮
も
参
拝

さ
れ
、
宗
像
を
後
に
さ
れ
た
。

北
白
川
大
宮
司
は
、
こ
の
日
タ
一

刻
か
ら
福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
一

催
さ
れ
る
、
第
五
十
八
回
九
州
各
i

県
神
社
庁
連
合
神
職
総
会
出
席
の
一

為
に
御
来
福
。
か
ね
て
よ
り
、
神
．

宮
・
天
照
大
神
の
御
子
神
を
奉
祀
~

す
る
当
大
社
を
是
非
御
参
拝
さ
れ
i

た
い
と
申
さ
れ
て
お
り
、
今
回
実
現
一

し
た
。
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原
田
慎
太
郎
前
宗
像
市
長
の
急
．
勝
を
祈
願
し
、
ま
た
同
九
時
よ
り
午

逝
を
受
け
、
五
月
十
四
日
谷
井
博
]
宗
像
市
東
郷
の
選
挙
事
務
所
に
お
届
が

美
氏
が
新
宗
像
市
長
と
し
て
無
投
i
い
て
も
当
大
社
よ
り
神
職
二
名
が
i
後
六

票
の
初
当
選
に
て
誕
生
し
た
。
任
：
出
向
し
、
同
じ
く
必
勝
祈
願
を
執
―
で

期
は
五
月
二
十
一
日
よ
り
四
年
間
」
り
行
っ
た
後
、
市
内
の
青
果
市
場
i
賓

と
な
る
。
一
跡
で
凡
そ
千
人
の
支
持
者
を
迎
え
一
べ

告
示
日
の
十
四
日
、
出
陣
前
の
·
て
の
出
陣
式
を
終
え
る
と
遊
説
に
一
よ

早
朝
七
時
宗
像
大
社
に
お
い
て
必
飛
び
出
し
た
。

a
.
-
’ノ
―
-

月
二
十
八
日
（
金
）
正
午
、W
·

挑
戦
者
は
、
同
級
ラ
ン
キ
ン
グ

四
B
C世
界
フ
ェ
ザ
ー
級
チ
ャ
·
十
七
位
の
ル
デ
ィ
・
ロ
ペ
ス
（
メ
キ
シ

ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠
に
輝
い
た
越
本
]
コ
）
で

F
B
S

福
岡
放
送
が
独
占
生

隆
志
選
手
が
参
拝
さ
れ
、
勝
利
奉
一
中
継
し
ま
す
。
地
元
の
宗
像
青
年

告
並
防
衛
戦
必
勝
を
祈
ら
れ
た

0

i
会
議
所
も
全
力
で
後
援
し
て
い
ま

贔
』
『
す
の
で
皆
様
ぜ
ぴ
会

-
l
l
l

場
へ
足
を
お
運
び
下

痣
さ
い
。

[
（
：
日
)
]
い

防
衛
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

ン午 ル謝御の
メ後初のの神会当
ツー防防誠前長日
蓋碕衛衛をででは
凹よ胃畠り贔魯交＝
品贔じ祈ら獲英で一一ーロ一
催岡旦言れ農覧魯＿＿＿
さ市一れ本対も所
悶塁］な夕す参雙
tリ旦 1 畠判：
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-

置奢蓋
たi,lr,．

お問合わせは、

云092(663)3380

〔大会事務局〕まで。
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[ : ：見）］給成昭 ャI：年
贔〖悶＼奨度
二日戸学

0 斎靡金
当名行延う2

虚―`g給塁贋喜怠悶□ 9 ヽいは農包m:；問：見］』集
9 よ悶［塁贔： 9 ；言は閂芦：胄虚儡宝;;腐口］炉喜汀告
生学ら、説定は：御勤る為汀し後昭十もがたよ．名新 生''-タら念
徒金宗神明書清 神しよなさ奉拝和ーに保生り福を受 六＼瓦遍ヽ
·····················································································•············································································································································.....—·........ ·........—··· •• • • • ••••••• • • • • •• •• • ••• •• 

宗今西宗昭を和 で学あの書 l の的り代
像日 像和奉三当掲金と奨きマそ説‘―表

l 幅に］市三祝十大載受に学終にの明塁るに
津至六郡＋し四社す給し金え沿後が、奨授
市つ中内五て年のる生た支たっ王g唇学与

摩［、喜盈孟製摩塁孟贋t嬰賞存徒れ取喜名
掌：呈悶冒え息母笠を［苫姦ゑ；た竺悶閂
岱塁讐岩t犀悶は、 贔竺贋詞門ぶ 言塁醤
りはれ者ての婚昭 面奨を目、テ て目よ

ｷ.......................-ｷ ".............-ｷ........... ｷ 

会よ最背 に二給各
人り像負るの十し校
芯の大つ土与虐；g 
る制社有を。延りづ
こ定奨為愛 ぺ、つ
との学なし 人今選
を趣金人蒋 数春定
切旨受材来 はのし
i皐呈給のの 七新＝
るっ生育日 三受届
。た規成本 五給間
社約ーを 人生支

中
村
勇
太
（

縄
田
中
武
晴
香
（

濱
路
菊
地
彩
夏
（

花
田

祥
馬
（
福
間
東
中
卒
）

清
文
（
福
間
中
卒
）

拓
也
（
津
屋
崎
中
卒
）

平
野
美
紀
（

伊
藤
万
里
（

福
田

秋
田

吉
田

内
田

ハ
尋

広
橋

原

Ii Ii Ii Ii II Il 

大
樹
（
大
島
中
卒
）

両
汰
（
玄
海
中
卒
）

聡
（
日
の
里
中
卒
）

佑
希
（
宗
像
中
央
中
卒
）

拡
（
城
山
中
卒
）

鍋
島
絵
理
奈
（

雅
人
（
河
東
中
卒
）

伊
豆
丸
和
也
（
自
由
ヶ
丘
中
卒
）

荻
原
綾
加
（

中
村
衣
里
（

将
吾
（

早
川
里
那
（

II II II Il 

二
0
名
は
次
の
通
り

第
四
十
七
期

覇
焚
学
生
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ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
一
玄
海
小
学
校
で
は
児
童
の
情
操
一
菊
資
材
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
大
き

:
L
の
五
月
十
一
日
、
『
宗
像
大
一
教
育
の
一
環
と
し
て
、
宗
像
大
社
一
な
拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。
代

社
菊
花
会
（
千
々
和
正
信
会
長
）
』
」
菊
花
会
・
玄
海
小
学
校
の
ボ
ラ
ン
・
表
児
童
が
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ

が
、
地
元
玄
海
小
学
校
児
童
へ
菊
こ
ア
イ
ア
団
体
「
匠
の
会
（
大
森
正
史
[
せ
て
頑
張
り
ヽ
秋
に
は
立
派
な
菊

栽
培
に
必
要
な
肥
料
等
の
資
材
を
：
会
長
）
」
な
ど
の
全
面
協
力
を
得
一
を
咲
か
せ
ま
す
」
と
大
き
な
声
で

贈
呈
し
た
0

i
て
、
全
校
児
童
で
菊
作
り
を
行
っ
一
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

玄
海
小
学
校
児
童
を
は
じ
め
大
一
て
お
り
、
こ
の
資
材
贈
呈
も
平
成
一
続
い
て
、
匠
の
会
々
長
に
よ
る

江
正
徳
校
長
以
下
各
職
員
、

P
T

一
十
二
年
よ
り
行
わ
れ
、
今
年
で
早
：
菊
作
り
の
講
和
が
あ
り
、
贈
呈
式

A

の
熱
い
思
い
を
受
け
今
年
も
贈
一
七
年
目
を
迎
え
る
。
一
は
終
了
し
た
。

呈
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
贈
呈
式
一
当
日
は
全
校
朝
礼
終
了
後
、
同
一
同
小
で
は
学
年
が
上
が
る
ほ
ど

が
同
小
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
一
校
児
童
代
表
へ
当
大
社
職
員
よ
り
]
首
て
る
品
種
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

一
て
い
き
、
五
・
六
年
生
で
は
『
大
輪

i
の
三
本
仕
立
て
』
を
作
る
。

i
秋
に
は
校
内
菊
花
展
を
開
催
す

i
る
と
共
に
、
同
時
期
に
当
大
社
境

一
内
で
開
催
さ
れ
る
西
日
本
菊
花
大

一
会
に
も
、
児
童
達
が
丹
精
こ
め
て

一
作
っ
た
菊
が
、
例
年
出
品
さ
れ
神

一
郡
宗
像
の
秋
を
彩
る
。

一
度
の
「
沖
津
宮
現
地
大
祭
」
を
前
に
、
沖

“
ノ
島
を
清
掃
し
よ
う
と
、
今
年
で
七
回
目
を

迎
え
た
清
掃
奉
仕
が
四
月
二
十
五
日
、
宗
像
市
の

町
興
し
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
玄
海
未
来
塾
」
（
吉
武
邦

彦
代
表
）
、
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）

を
中
心
と
し
た
約
四
十
名
が
、
沖
ノ
島
に
渡
り
清

掃
奉
仕
を
行
っ
た
。

沖
ノ
島
は
、
島
全
体
が
御
神
域
で
あ
り
、
現
地
大
祭
が
行
わ
れ
る
五
月
二
十
七
日

以
外
は
原
則
と
し
て
一
般
の
上
陸
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
女
人
禁
制
、
一
木

一
草
一
石
た
り
と
も
持
出
し
を
禁
じ
る
等
の
掟
が
守
ら
れ
て
い
る
。

当
日
は
午
前
八
時
、
鐘
崎
港
よ
り
「
共
進
丸
（
宗
岡
譲
船
長
）
」
の
奉
仕
で
渡
島
、
多

少
波
が
高
か
っ
た
が
一
一
時
間
程
で
沖
ノ
島
に
到
着
し
た
。

上
陸
後
直
ぐ
に
全
員
全
裸
に
な
り
海
中
で
瞑
を
行
い
、
沖
津
宮
で
正
式
参
拝
し

た
後
、
清
掃
奉
仕
に
入
っ
た
。

沖
ノ
島
に
は
一
年
を
通
じ
て
当
大
社
神
職
が
必
ず
一
人
常
駐
し
、
参
道
の
清

掃
を
行
っ
て
い
る
が
、
台
風
等
で
倒
れ
た
木
な
ど
の
撤
去
は
一
人
で
行
う
こ
と
は

困
難
な
た
め
、
当
日
は
、
木
の
撤
去
な
ど
大
掛
か
り
な
作
業
を
中
心
に
奉
仕
頂
い
た
。

清
掃
奉
仕
は
、
約
二
時
間
行
わ
れ
、
終
了
後
社
務
所
前
で
直
会
を
行
っ
た
。

第
一
回
目
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る

方
も
、
初
め
て
の
方
も
、
改
め
て
島
の

.
`
、□

荘
厳
な
姿
に
言
葉
を
失
っ
て
い
た

ー
が
、
事
故
や
ケ
ガ
も
な
く
無
事
に
島

.. 

を
後
に
し
た
。

]
今
回
、
初
め
て
清
掃
奉
仕
に
参
加

f
し
た
方
が
「
う
ま
く
は
言
え
な
い
が
、

し
沖
ノ
島
に
来
て
人
が
到
底
及
ば
な
い

9
｀
大
き
な
力
が
存
在
す
る
こ
と
を
実
感

`
]
乙
姿
こ
怠
し
た
」
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
た
の

`
』
(
/
i
芦
，
ぷ
守
ぷ
・
が
印
象
深
か
っ
た
。
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宗
像
の
山
々
が
新
緑
に
包
ま
れ
る
営
作
業
が
行
わ
れ
、
会
場
が
出
来
上

四
月
三
十
日
か
ら
五
月
四
日
迄
、
第
が
る
と
各
地
区
よ
り
出
品
盆
栽
が
搬

二
十
三
回
宗
像
大
社
春
季
奉
納
盆
栽
入
さ
れ
た
。

展
が
、
本
殿
西
側
の
境
内
で
開
呈
又
春
の
盆
栽
展
は
、
藤
や
さ
つ
き

催
さ
れ
た
。
栽
な
ど
の
花
物
を
中
心
と
し
た
展
示

こ
の
盆
栽
展
は
、
宗
像
•
福
逗
吟
皿
構
成
で
、
他
に
も
黒
松
・
柏
な
ど

津
両
市
内
の
盆
栽
愛
好
家
で
組
＋
帥m
各
会
員
が
手
塩
に
か
け
た
自
信
作

織
さ
れ
る
宗
像
大
社
奉
納
盆
虹
宰
字
の
品
々
が
展
示
さ
れ
た
。

栽
会
（
石
松
重
敏
会
長
）
に
よ
り
表
づ
開
催
期
間
中
は
大
型
連
休
中

春

出
品
展
示
さ
れ
る
神
賑
行
事
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
拝
者
も

で
、
春
秋
の
年
二
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
多
く
、
本
殿
へ
の
参
拝
の
途
次
、
展
示

三
十
日
午
前
九
時
か
ら
、
盆
栽
会
の
盆
栽
に
し
ば
し
足
を
止
め
熱
心
に

員
、
当
大
社
職
員
の
手
に
よ
り
会
場
設
眺
め
、
折
々
に
会
員
の
出
品
作
品
の
作

四
月
二
十
八
日
（
金
）
、
宗
像
市
吉
田
の
鎮

さ
い
と
う

国
寺
（
立
部
祐
道
住
職
）
で
、
恒
例
の
柴
灯

だ
い
こ
ま
く

大
護
摩
供
が
斎
行
さ
れ
、
大
型
連
休
を
間
近

に
控
え
た
陽
春
の
境
内
に
は
、
凡
そ
五
千
人

の
参
詣
者
が
詰
め
掛
け
て
賑
わ
っ
た
。

風
に
つ
い
て
の
説
明
に
興
味
深
く
耳
を

傾
け
る
姿
も
よ
く
見
ら
れ
た
。

盆
栽
と
い
う
と
一
見
年
輩
の
方
々

の
趣
味
と
立
羹

C
Pある
が
、

近
年
の
住
宅
事
情
や
曹
小
空
間
に
大
自

然
の
造
形
を
表
現
す
る
在
り
方
に
奥

深
い
魅
力
、
、
｀
え
て
多

く
の
層

盆
栽
々

に
盆

き
日

を
念

展
は

i
鎮
国
寺
は
弘
法
大
師
（
空
海
）
が
中
国
よ
．
ち
込
め
だ
す
と
副
住
職
以
下
法
縁
の
僧
侶

．
り
帰
朝
し
た
大
同
元
年
（
八
0
六
年
）
、
日
本
~
十
数
名
に
よ
り
「
般
若
心
経
」
「
不
動
明
王
の

で
最
初
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
真
言
御
真
言
」
が
一
斉
に
唱
え
ら
れ
、
燃
え
尽
き

・
宗
最
古
の
寺
院
で
あ
り
、
七
堂
伽
藍
を
構
え
．
た
炭
の
上
を
副
住
職
に
続
き
僧
侶
、
当
大
社

]
て
宗
像
大
社
の
神
宮
寺
と
し
て
栄
え
て
き
~
よ
り
参
詣
し
た
高
向
権
宮
司
が
火
渡
り
を

た
。
寺
に
は
弘
法
大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
．
終
え
る
と
、
詰
め
掛
け
た
参
詣
者
も
無
病
息

-
「
不
動
明
王
立
像
」
（
重
文
）
、
五
仏
像
（
県
文
~
災
を
祈
念
し
な
が
ら
次
々
と
渡
り
終
え

一
化
財
）
、
護
摩
堂
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
梅
・
桜
·
i
晴
々
と
し
た
表
情
で
帰
路
へ
と
つ
い
た
。

｝
ツ
ッ
ジ
な
ど
花
の
名
所
と
し
て
も
有
名
な
i

i
寺
院
で
あ
る
。

一
新
緑
萌
え
快
晴
の
境
内
に
お
い
て
午
前
一

一
十
時
よ
り
身
代
わ
り
不
動
明
王
の
年
に
一
i

属
の
御
開
扉
法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
午
後
一
~

[
時
か
ら
は
境
内
洗
心
公
園
に
て
「
火
渡
り
柴
[

~
灯
大
護
摩
供
」
が
行
わ
れ
た
。
檜
の
枝
葉
で
~

~
疫
わ
れ
た
壇
に
火
が
付
け
ら
れ
白
煙
が
立
~

日
章
興
産
株
式
会
社

宗
像
大
神
御
分
霊
祭
斉
行

四
月
二
十
日
東
京
都
中
央
区
銀
二
感
じ
さ
せ
る
建
物
だ
っ
た
が
老
朽
化

座
の
日
章
興
産
株
式
会
社
で
、
高
向
一
が
著
し
く
、
一
昨
年
九
月
か
ら
解
体

権
宮
司
、
神
職
一
名
が
上
京
し
、
出
作
業
を
行
い
、
昨
年
五
月
か
ら
新
ビ

光
昭
介
出
光
興
産
株
式
会
社
名
誉
．
ル
の
改
築
工
事
を
進
め
て
き
た
。

会
長
ら
参
列
の
下
、
宗
像
大
神
を
お
一
地
上
八
階
地
下
一
階
の
ビ
ル
は
、

祀
り
す
る
御
分
霊
祭
が
厳
守
裡
に
．
昨
年
九
月
に
工
事
を
終
え
、
最
上
階

斎
行
さ
れ
た
。
一
に
日
章
興
産
が
入
っ
て
お
り
、
今
回

• 

｀
一
こ
の
フ
ロ
ア
に
神
棚
を
設
置
す
る
事

一
と
な
っ
た
。

一
当
日
午
前
＋
時
、
名
誉
会
長
に
、

[
 

,
4

ー
＇

L
-

御
子
息
正
和
氏
・
正
道
氏
、
遠
山
特

l. 

‘
.
/
h
5
¢
}
/

f
,
1
1、
訓
顧
問
、
橋
本
総
務
部
長
他
、
関
係

：
口
が
参
列
。

i
祭
壇
に
神
餓
を
供
え
、
祓
串
・
玉

一
串
を
準
備
、
真
新
し
い
神
殿
に
榊
．

i
神
宮
大
麻
・
宗
像
大
社
神
璽
・
宗
像

一
大
社
神
符
を
奉
安
し
、
厳
粛
に
無
事

｛
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

一
各
フ
ロ
ア
を
祓
串
・
切
麻
で
祓
い

i
清
め
、
日
章
興
産
株
式
会
社
の
業
務

i
繁
栄
を
祈
る
祝
詞
が
奉
上
さ
れ
、
関

}
-
マ

同
社
は
昭
和
三
十
七
年
に
出
光
グ
こ
係
者
の
安
泰
な
ど
が
祈
念
さ
れ
た
。

ル
ー
プ
の
損
害
保
険
、
不
動
産
管
理
一

部
門
と
し
て
設
立
。
社
屋
の
ビ
ル
は
、
一

松
竹
の
「
泰
聖
ビ
ル
」
を
出
光
興
産
~

が
引
き
継
ぎ
「
日
章
興
産
ビ
ル
」
に
~

名
称
を
改
め
た
。
東
京
大
空
襲
を
奇
一

跡
的
に
免
れ
、
昭
和
初
期
の
名
残
を
i
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周
防
大
島
へ
西
日
本
新
聞
記
者
の
城
一
こ
の
島
の
誇
り
は
、
民
族
学
者
の
宮
元

戸
洋
氏
と
行
っ
て
き
た
。
周
防
大
島
（
屋
代
一
常
一
、
作
詞
家
の
星
野

印
□閏
0閲
ー
、
q
­

ノ
ッ
ト
の
流
速
が
あ
り
‘
渦
を
ま
い
て
い
る
。
一
民
俗
学
者
の
宮
本
常
一
(
-
九

0

大
島
は
江
戸
時
代
毛
利
藩
の
領
地
で
、
i
七

S

八
一
）
は
歩
く
巨
人
と
言
わ
れ
た
が
、

村
上
水
軍
の
支
配
地
で
あ
っ
た
。
瀬
戸
内
一
全
国
各
地
を
歩
き
民
族
調
査
を
行
い
膨

海
の
島
で
は
淡
路
島
、
小
豆
島
に
つ
ぐ
―
―
―
i
大
な
量
の
民
族
採
集
を
行
っ
て
い
る
。
宮

番
目
に
大
き
な
島
で
あ
る
。
．
本
は
「
私
は
最
初
ま
ず
日
本
全
国
を
見
て

お
き
た
い
と
思
っ
て
、
昭
和
一
四
年
か
ら

思
い
つ
く
ま
ま
に
各
地
を
あ
る
い
た
。
終

戦
ま
で
の
私
の
旅
の
仕
方
で
あ
っ
た
」
と

語
っ
て
い
る
。

宮
本
常
一
は
一
九
0
七
年
、
周
防
大

島
東
和
町
で
生
れ
一
九
八
一
年
病
没
、

来
年
は
生
誕
百
年
に
あ
た
り
各
地
で
多

く
の
行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
魂
の
民
俗
学
」
（
大
江
修
編
・
冨
山
房

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ニ
0
0
六
）
に
は

谷
川
健
一
氏
が
宮
本
常
一
に
は
じ
め
て

会
っ
た
時
の
こ
と
を
驚
嘆
を
も
っ
て
語
っ
て

い
る
。
「
宮
本
は
最
初
、
炭
焼
小
五
郎
の
よ

う
な
か
っ
こ
う
で
あ
ら
わ
れ
た
。
宮
本
は

‘‘- -
周防大島沖家室にて （続）

ゞ
疇
・
ー
、

.
-
ｷ
 

,

j
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ー関強の構のら日
人心烈乞原第は本
芝もな食の一爆残
居高印が乞巻発酷
とめ象語食の的
もたをる'--圧に翌
な゜与もは巻売四
そ唇ぇの橋はれ等
い土民ての宮t~を
歪佐俗多下本日出
源学くに常本版
氏にの住―残し
と対人む竺酷な
しす々盲土物こ
てるに目佐語れ
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い
し
い
た
だ
し

松
1

る
一
巨
人

周防大島にて よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。
開
会
式
後
、
会
員

各
々
が
日
頃
鍛
錬
し
た
自
慢
の
喉
を
披

露
し
師
範
の
先
生
方
も
力
強
い
詩
吟
を

四
月
十
五
日
（
土
）
春
季
恒
例
の
吟
詠
詠
じ
ら
れ
、
会
員
た
ち
も
真
剣
な
表
情

大
会
が
、
鶴
洲
会
（
河
野
鶴
洲
宗
家
）
主
で
拝
聴
し
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
様
子

催
で
開
催
さ
れ
、
約
七
十
名
の
会
員
が
で
あ
っ
た
。

宗
像
大
社
清
明
殿
に
参
集
し
、
自
慢
の
今
回
の
大
会
は
、
宗
像
大
社
の
月
次

喉
を
披
露
し
た
。
祭
と
日
程
が
重
な
り
関
係
者
は
時
間
に

一
行
は
先
ず
本
殿
で
松
口
月
城
先
生
追
わ
れ
て
い
た
が
、
無
事
全
て
の
吟
題

作
「
宗
像
宮
」
を
宗
家
に
併
せ
て
献
吟
し
を
終
了
し
、
直
会
会
場
の
岡
垣
町
「
八
幡

た
。
生
憎
こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
で
屋
」
へ
と
向
か
い
一
同
懇
親
を
深
め
た
。

あ
っ
た
が
、
一
般
の
参
拝
者
も
足
を
止

め
、
境
内
に
響
き
渡
る
会
員
の
朗
々
と

し
た
美
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

献
吟
後
、
清
明
殿
で
開
会
式
が
行
わ

れ
、
永
年
斯
道
の
興
隆
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
神
島
宮
司

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

藤
森
鶴
静

堀
江
智
洲
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宗
像
市
池
森
龍
子

う
れ

降
る
雨
を
未
よ
り
吸
び
て
地
の
下
に
子
を
あ
ま
た
抱
く
竹
林
や
さ
し

由
コ
い
彗
冒
覧
』
口
彗
己
竹
の
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

宗
像
市
在
自
増
田
武
光

ダ
ン
プ
よ
り
若
き
女
の
降
り
て
来
て
畦
の
土
筆
を
し
き
り
摘
み
ゐ
き

＿
評
一
退
ま
し
さ
優
し
さ
が
同
居
す
る
ダ
ン
プ
乙
女
の
一
面
を
描
い
て
い
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

疾
風
に
散
る
は
散
ら
し
て
生
れ
出
で
若
葉
か
が
や
く
楠
の
大
樹
は

百
一
生
を
終
え
散
る
古
葉
と
生
々
発
育
の
若
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
妙
で
あ
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

里
山
に
た
だ
雲
の
影
か
か
り
た
る
の
み
の
景
色
に
心
は
凪
ぎ
ぬ

＿
評
一
穏
や
か
な
心
が
と
ら
え
た
晩
春
の
景
で
あ
る
。
佳
吟
゜

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

若
き
ら
の
唄
ふ
を
理
解
し
た
け
れ
ど
我
は
な
じ
め
ず
横
文
字
多
く

回
賢
芦
汀
。
老
人
達
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
作
者
の
気
持
に
同
感
の
人

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

続
り
ゐ
る
鯉
の
誘
び
を
断
り
て
甲
羅
干
さ
む
か
岩
め
ざ
す
亀

回
這
‘
戸
汀
か
き
分
け
る
よ
う
に
泳
ぐ
亀
の
さ
ま
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
詠
っ

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

手
の
甲
に
散
り
か
か
り
た
る
花
び
ら
は
昨
夜
の
雨
の
湿
り
帯
び
ゐ
つ

と
は
普
通
桜
の
花
を
指
す
。

回
[
[
に
歌
こ
こ
ろ
を
持
つ
人
の
繊
細
な
感
覚
の
一
首
。

田

oo 紅
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

散
り
初
む
る
桜
の
下
を
帰
へ
り
来
ぬ
紺
の
帽
子
に
花
び
ら
の
せ
て

再
一
花
を
惜
し
む
女
性
ら
し
く
、
且
つ
華
や
か
な
う
た
で
あ
る
。

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

た
め
ら
は
ず
知
覧
の
お
茶
を
購
び
ぬ
知
覧
と
言
へ
ば
重
き
も
の
あ
り

回
汀
鱈
汀
丘
パ
臼
い
心
：
が
‘
知
究
は
ま
た
特
攻
隊
発
進
の
地
で
あ
る

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

華
や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
瓶
に
活
け
雨
の
ひ
と
日
を
夫
と
過
し
ぬ

一
騨
"
-
平
和
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
た
一
日
で
あ
っ
た
ろ
う
。

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

釈
迦
像
に
御
茶
そ
そ
ぎ
つ
つ
遠
き
日
の
稚
児
行
列
な
ど
想
び
お
こ
し
ぬ

一
評1
少
子
化
と
共
に
古
き
良
き
時
代
の
行
事
が
―
つ
ま
た
一
っ
と
失
せ
る
寂
し
さ
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

コ
ン
ビ
ニ
の
前
を
掃
き
ゐ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
俯
き
し
ま
ま
謝
礼
と
ぞ
言
ふ

回
汀
臼
昇
言
げ
鱈
□謬
汀
‘
義
を
失
わ
な
い
。

福
津
市
中
央
中
村
勇

み
社
に
合
掌
の
家
移
築
さ
れ
筑
紫
の
春
の
雨
に
け
ぶ
れ
り

回
喜
な
詠
み
ぶ
り
が
い
い
。

宗
像
市
光
岡
佐
藤
純
一

宮
地
狐
奥
の
院
に
は
神
体
と
し
て
祭
り
あ
り
不
動
明
王

o
of
F
訂
冒
只
《
い
疇

0
、
素
直
す
ぎ
る
の
が
惜
し
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

は
か
ら
ず
も
喜
寿
迎
う
日
の
退
院
に
夫
の
追
影
も
ほ
の
か
笑
ま
う

七
歳
は
ま
だ
ま
だ
若
い
。

回
彗
た
め
に
も
歌
の
た
め
に
も
健
康
専
一
に
。

国四
光と宙
りめび
つどと
つなつ
春＜嗚
の雨り
悶，ミし
< g t 
夭れほ
折てに
の少雨
女しや
流づみ
俳つぬ
人紅野
句びに

麿？笞
か庭く
たのれ
ヘ牡ば
を丹犬
は歩

了

宗
像
市
光
岡
井
上
嘉
治

散
り
急
ぐ
花
は
乙
女
の
黒
髪
に

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

燕
舞
う
も
う
夏
来
た
り
暑
さ
知
る

田
中
雨
葉

電
光
ニ
ュ
ー
ス
又
繰
り
返
す
花
の
雨

木
原
房
子

芹
の
生
ふ
流
れ
や
さ
し
き
里
の
川

花
田
い
つ
枝

訥
弁
の
叔
母
生
き
生
き
と
花
だ
よ
り

先
月
ま
で
制
作

は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ア

サ
ヒ
（
以
下I
I
G
A
)
の
関
連
会
社
G
A
タ

ッ
プ
で
し
た
が
、
今
月
か
ら
制
作
も
G
A
に

変
わ
り
ま
し
た
。
G
A
も
タ
ッ
プ
も
福
岡
市

に
あ
り
ま
す
が
、
企
画
・
制
作
部
門
が
宗
像

市
ア
ス
テ
ィ
に
あ
り
、
制
作
は
今
後
そ
ち
ら

で
行
わ
れ
ま
す
▼
今
月
号
を
御
覧
に
な
ら

れ
て
お
気
付
き
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
に
伴
い

デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
も
変
わ
り
ま
し
た
。
な
か

な
か
セ
ン
ス
の
あ
る
方
で
す
し
、
赤
間
出
身

で
生
粋
の
宗
像
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
だ
そ
う
で

す
。
期
待
し
て
お
り
ま
す
▼
さ
あ
、
九
日
か

ら
は
い
よ
い
よ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
幕
で

す
。
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
競
技
を
超
え
て
、
世

界
各
国
が
最
も
注
目
を
集
め
る
大
会
で
す

が
、
日
本
の
対
戦
相
手
を
見
ま
し
た
ら
：

·
·
O

果
た
し
て
胸
の
ハ
問
烏
は
日
本
代
表
を
導

い
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
(
M
.
o
)

三
浦
美
千
代

無
人
駅
唯
一
本
の
山
桜

郊
の
声
の
幼
き
初
音
か
な

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会
士
口
田
i
木
口

T
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